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中央・小川デザインプロジェクト
～次の世代の施設を考えよう～

アンケート調査のお願いとプロジェクト概要について

これまでの公共施設マネジメントの取組み

市の現状及び今後の課題として、施設の老朽化、人口減少・少子高齢化、財政バラ

ンスの悪化が挙げられます。
このような課題等を踏まえ、持続可能な施設総量の目安として、2062年度（平成74

年度）までに公共施設の総延べ床面積を20％以上縮減することを掲げ、取組みを進め
ています。

中央公民館周辺エリア及び小川駅周辺エリアの一体的な検討
現在、中央公民館、健康福祉事務センター、福祉会館、西部市民センター、小平元気

村おがわ東について、行政機能の向上、量の豊かさから質の豊かさへの転換に向けた次
の世代の公共施設づくりなどの観点から、複合化等について一体的に検討しています。

基本的な方向性としては、
●中央公民館、健康福祉事務センター、福祉会館の機能
⇒（仮称）新建物（福祉会館前市民広場に建設予定）に

●西部市民センターの機能及び小平元気村おがわ東の一部機能
⇒小川駅西口公共スペースに

まとめていくことで、従来の利用環境に大きな影響が無いようにしていく予定です。

市民の皆様には、日ごろから小平市政にご理解とご協力をいただき誠にありがとうご
ざいます。このたび、小平市では「中央・小川デザインプロジェクト アンケート調
査」を実施することといたしました。
現在、中央公民館、健康福祉事務センター、福祉会館、西部市民センター、小平元気

村おがわ東の複合化等について、「中央・小川デザインプロジェクト～次の世代の施設
を考えよう～」と題し、市民参加で検討を進めています。
本調査は、中央公民館周辺及び小川駅周辺エリアの施設に関して、今後期待する施設

利用や活力を生み出す運営等についてのご意見をお聞かせいただき、今後の事業計画を
考えていくための基礎資料とすることを目的に実施するものです。
ご多用の折大変恐縮ですが、調査にご協力くださいますようお願い申し上げます。

平成３１年２月 小平市長 小 林 正 則

中央公民館周辺エリア

中央公民館
健康福祉

事務センター

（仮称）
新建物

福祉会館

小川駅周辺エリア

西部市民
センター

小平元気村
おがわ東
の一部

小川駅西口
公共スペース
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また、
●中央公民館、健康福祉事務センター、福祉会館、西部市民センターについては、
機能移転後に解体

●小平元気村おがわ東については、
現状施設を残す

予定としています。

中央・小川デザインプロジェクト～次の世代の施設を考えよう～とは？

この一体的な検討において、長期的な視点に立ち、「次の世代」を見据えた施設づく
りを実現するために、
●ワークショップ形式（現在「中央・小川デザインカフェ」として実施中）
●利用者・利用団体・個別ヒアリング
●学校への出前授業
●今回お願いするアンケート
等の様々な市民参加を通して、皆様の多様なニーズを把握していく予定です。

そしてこれら市民参加の総称を
「中央・小川デザインプロジェクト～次の世代の施設を考えよう～」としています。

中央・小川デザインプロジェクト
～次の世代の施設を考えよう～

ワークショップ形式
「中央・小川デザインカフェ」

アンケート

利用者・利用団体・個別
ヒアリング

出前授業

このアンケート調査に関してのお問合せは、下記までお願いします。

小平市 企画政策部 公共施設マネジメント課 施設マネジメント担当
〒187－8701 東京都小平市小川町二丁目１３３３番地

電話：042（346）9５５７ ＦＡＸ：０４２（３４６）９５１３
メールアドレス：facility-mg@city.kodaira.lg.jp

皆さんの意見を踏まえて、
事業を進めていきます！
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中央・小川デザインプロジェクト
アンケート調査用紙

【ご記入にあたってのお願い】
1. お手数ですが、別紙「中央・小川デザインプロジェクト～次の世代の施設を考え

よう～アンケート調査のお願いとプロジェクト概要について」をお読みいただい
たうえで、アンケートにご協力ください。

2. ご本人がご回答ください。ご本人がお答えになることが難しい場合には身近な方
がご本人の意向を聞きながらご記入いただいてもかまいません。

3. 名前や住所については、書く必要はありません。

4. ご回答は、質問文最後の〈 〉内に示された数の範囲で選択項目を選び、その番
号を〇で囲んでください。

5. 選択項目の「その他（ ）」を選んだときは、（ ）内に、可能な範囲で具体的
にご記入ください。

6. ご記入はボールペン、鉛筆などで、黒または青色でお書きください。

⒈居住区域

１. 西部区域（中島町、上水新町、たかの台、小川町一丁目、栄町、小川西町）

２. 中央区域（小川町二丁目、小川東町、上水本町、上水南町、喜平町、津田町、

学園西町、学園東町、仲町、美園町）

３. 東部区域（回田町、御幸町、鈴木町、天神町、大沼町、花小金井南町、花小金井）

４. 小平市外

⒉年代
１. 二十歳未満 ２. 二十歳代 ３. 三十歳代 ４. 四十歳代

５. 五十歳代 ６. 六十歳代 ７. 七十歳以上

⒊主に小平

市内に

いる時間

※休日以外でお答えください

１. 一日中 ２. 昼間のみ ３. 夜間のみ ４. 通勤・通学の経路のみ

５. その他（ ） 6. 小平市内には全くいない

⒋性別 １. 男性 ２. 女性

⒌世帯構成
１. 一人暮らし ２. 夫婦のみ ３. 親と子 ４. 三世代

５. その他（ ）

【A群 基本事項】下記の１～５について、該当するものに○を付けてください。〈各項目１つのみ〉

【回収方法について】
同封の返信用封筒に入れ、平成３１年３月７日（木）（当日消印有効）までに、ご返送

ください。（切手不要）

－１－
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【B群 施設に関する調査】下記の１～１１について、該当するものに○を付けてください。項目
の選択数は、〈 〉内の数でお答えください。また、「その他」の場合は、具体的に記入してください。

－２－

⒈

小平市の公共施設で、あなたがこの１年間で日常的に（おおむね月に１回以上）訪れている公共施

設を教えてください。〈複数選択可〉

１. 市役所 ２. 公民館 ３. 図書館 ４. 福祉会館 ５. 健康福祉事務センター

６. 地域センター ７. 出張所 ８. その他（ ） ９. 特にない

⒉

小平市の公共施設の中で、公民館と地域センターがあります。

・公民館は、各種講座や学習活動の場を提供するなど、社会教育の中心的施設です。

・地域センターは、地域住民の交流などのための集会室等を備えた施設です。

あなたはこの２つの違いを知っていましたか。〈１つのみ〉

１. 知っていた ２. あまり知らなかった ３. 知らなかった

⒊

小平市の公共施設全般について、あなたがよいと思うところについて教えてください。

〈複数選択可〉

１. 施設のつくり ２. 施設の利用方法 ３. 設備の充実 4. スタッフの対応

５. 施設のユニバーサルデザイン※への配慮 ６. 開催イベント ７. 施設間の情報共有

８. その他（ ） ９. 特にない 10. 利用したことがない

※ユニバーサルデザイン…年齢、性別、障がいの有無などにかかわらず、すべての人にとって使いやすいように

つくること。

⒋

今回の複合化等の検討における新しい施設をつくるうえで、あなたが最も重視するべきと思うこと

について、次の中から選択してください。〈１つのみ〉

１. 市外からも人が訪れたくなる魅力的な施設づくり ２. 居心地のよい空間づくり

３. 誰もが使いやすいユニバーサルデザイン ４. 行政窓口業務の利便性の向上

５. 充実した市民活動や学習活動ができること ６. コストの縮減

７. その他（ ） ８. 特にない

⒌

市では、人口減少・少子高齢化に伴う財政面等の課題も踏まえ、総延べ床面積の縮減を目指してい

ますが、それを踏まえたうえで、あなたが新しい施設に最もほしいと思う機能を次の中から選択し

てください。〈１つのみ〉

１. カフェなどの飲食機能 ２. フリースペースなどの交流の生まれる機能

３. 自習室などの勉強や学習ができる機能 ４. キッズスペースなどの乳幼児が遊べる機能

５. 防音室などの楽器演奏やダンスができる機能

６. その他（ ） ７. 特にない
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－３－

⒍

公共施設の魅力向上や効率化等のために、図書館や公民館などを別々に整備するのではなく、一か

所に複合化・多機能化する方法もあります。あなたはこのような方法についてどう思いますか。

〈１つのみ〉

１. 実施すべき ２. どちらかといえば実施すべき ３. どちらかといえば実施すべきではない

４. 実施すべきではない ５. どちらともいえない

⒎

市民サービスの向上や財政的コストの削減等のために、民間のノウハウ（技術・アイデア等）を活

用し行政と民間が連携していく方法もあります。あなたはこのような方法についてどう思いますか。

〈１つのみ〉

１. 実施すべき ２. どちらかといえば実施すべき ３. どちらかといえば実施すべきではない

４. 実施すべきではない ５. どちらともいえない

⒏

よりよい施設利用を可能にするために、標準的なものより品質の高い特別な設備やサービスを有料

で利用できるようにする方法もあります。あなたはこのような方法についてどう思いますか。

〈１つのみ〉

１. 実施すべき ２. どちらかといえば実施すべき ３. どちらかといえば実施すべきではない

４. 実施すべきではない ５. どちらともいえない

⒐

小平市につくられる新しい施設が魅力ある公共施設であるために、あなたが最も強化するべきだと

思うことについて、次の中から選択してください。〈１つのみ〉

１. 新たな交流や活動を生み出す情報の発信力 ２. 施設デザインと使いやすい機能性の両立

３. ＩＴ機器の導入による設備の最新化

４. 施設の利用時間や利用ルールなど運営の柔軟化

５. その他（ ） ６. 特にない

⒑

「次の世代の施設」として、あなたの考えに最も近いものを選択してください。〈１つのみ〉

１. にぎわいのある施設 ２. 多目的な利用ができる施設 ３. 子育て世代が活発に集う施設

４. 長持ちする施設 ５. 若者が多く利用する施設 ６. 歴史を継承する施設

７. 高齢者の生きがいを創出する施設 ８. ユニバーサルデザイン施設 ９. シンプルな施設

１０. その他（ ）

次のページへ続きます。
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－４－

アンケートは以上です！ご協力ありがとうございました！

※ご回答いただいた内容は、今後の事業計画を考えていくための基礎
資料とすることを目的に利用させていただくものであり、回答者個人
が特定されること、個々の回答内容が他にもれること、他の目的に利
用されることは一切ありません。

広場イメージ（約1,000㎡）

小川駅

北

東

南

西

⒒

小川駅西口には、約1,000㎡（テニスコート４面分くらいの広さ）の広場ができる予定です（下の

イメージ図を参照）。あなたはそこがどのような広場であったらいいと思いますか。〈１つのみ〉

１. 子どもが遊べる広場 ２.市民が演目発表できる広場 ３. 飲食等も可能な自由度の高い広場

４. マルシェ（市場）などのイベントが開催される広場 ５. 市民活動などで活用できる広場

６. 小平市の歴史・文化などと接することができる広場

７. その他（ ） ８. 特にない

イメージ図

このアンケート調査に関してのお問合せは、下記までお願いします。

小平市 企画政策部 公共施設マネジメント課 施設マネジメント担当
〒187－8701 東京都小平市小川町二丁目１３３３番地

電話：042（346）9５５７ ＦＡＸ：０４２（３４６）９５１３
メールアドレス：facility-mg@city.kodaira.lg.jp
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